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安心安全なAI社会の実現に向けて：

富士通におけるAI倫理および
AIガバナンスの実践

2025/12/23

富士通株式会社

AIインテグリティセンター センター長

荒堀 淳一

※Web公開版として、当日講演資料の中から一部抜粋したものになります。
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1. 自己紹介
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自己紹介

荒堀淳一
富士通株式会社

AIインテグリティーセンター長

挿絵, 抽象が含まれている画像 

自動的に生成された説明

X」のロゴ、そういえばアレに似てない？- ITmedia NEWS

2002年：富士通株式会社入社
2012年：同社 ビジネス法務部部長
2015年：同社 ワシントンDC事務所長
2019年：同社 デジタルテクノロジー推進法務室長
2022年：同社 AI倫理ガバナンス室長（現：AI倫理室）
2025年：同社 AIインテグリティセンター長・AI倫理室長

現：総務省AIネットワーク社会推進会議 AIガバナンス検討会 構成員
現：経団連AI活用戦略タスクフォース委員 など
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https://jp.linkedin.com/in/arahori/ja
https://twitter.com/Jarahori
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2. 富士通のAIガバナンスの取組み



Our Purpose

わたしたちのパーパスは、

イノベーションによって社会に

信頼をもたらし、世界をより

持続可能にしていくことです。
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富士通のKey Technologies
AIと最先端の技術を融合し、ビジネスと社会を変革します。

AI
最先端のAI技術で人の働き方や

企業経営を変革し、

ネットポジティブな社会を実現

• Fujitsu Kozuchi
• 業務特化の生成AI「Takane」

• 業務特化AIエージェント

• Composite AI

Computing

量子・コンピューティング技術で

AIを革新的に進化させイノベーション実現

• AIコンピューティングリソース最適化

• FUJITSU-MONAKA
• 量子コンピューティング

Network

AIによるネットワーク運用の最適制御と

先進ネットワークによる分散AIの世界を実現

• AI-RAN
• オール光ネットワーク

• ディスアグリゲーテッド・コンピューティング

Data & Security

AIがもたらす社会・企業のリスク低減に

向けた「デジタルトラスト」の実現

• マルチAIエージェントセキュリティ技術

• 偽情報対策プラットフォーム

• AIセキュリティ、AI倫理、AIガバナンス

Converging 
Technologies

デジタルツインと人文社会科学が融合し

たAIで多様な社会課題を解決

• ソーシャルデジタルツイン・海洋デジタルツイン

• デジタルリハーサル

• ポリシーツイン



© 2025 Fujitsu Limited

AIガバナンスの目的

公平性、透明性、アカウンタビリティなど多様な観点をもって
AI活用によるリスクを低減し、メリットを最大化すること

AI倫理 とは

AIガバナンス とは

AI倫理を目的とし、国際・国家、企業・組織、IT技術・システムの
それぞれのレイヤーで取り組む仕組みづくり

※産学官といった業種や規模に関わらず、組織が適切なAIリスク管理を行う上で
AIガバナンスの実践は不可欠です。

※便宜上の説明であり正確な定義ではありません
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AIガバナンスの３つのレイヤー

国際・国家レベル

企業・組織レベル

ITシステムレベル

法規制や国際協調を通じたガバナンス

企業運営におけるガバナンス
…倫理指針、従業員教育など

ITシステムにおけるガバナンス
…AI統制基準、法対応など

企業・組織ごとに、AI開発者・
提供者・利用者のどの立場を取るか
は異なりますが、いずれの立場に

おいてもAIガバナンスが必要です。
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企業については、AIガバナンスはもはや経営課題

引用元：Alliance Bernstein.「AIをめぐる倫理と規制：迷路
を進む方法」（2024/7/5）

引用元：Glass Lewis “2025 Benchmark Policy Guidelines”

機関投資家各社が、倫理リスクが企業ブ
ランドに与える影響や、取締役会による
AIの監督の必要性を指摘。監督等が不十
分であると判断した場合には取締役に対
して反対助言を行う可能性を示した。

機関投資家が
AIガバナンスを要請

引用元：日本経済新聞.「米当局、AI関連の株主提案
除外認めず Apple主張退ける」（2024/1/5）

A社やD社では、
事業でのAI使用に関わる報告、
AI倫理指針の開示などが
株主総会の議案として提出され
た。

米国企業の株主総会で
AI倫理が議案に

引用元：日本経済新聞.「米OpenAI、アルトマンCEOが
退社へ 事実上の解任」（2023/11/18）

米国のAI企業が
CEO解任

O社はAI倫理よりも
営利を優先したとして、
CEOを理事会から解任した。
(※現在は復帰)

弊社では、AIガバナンスを早くから「経営課題」と捉え、 AI倫理とガバナンスを組織文化と
してトップダウンで根付かせるために、経営陣主導で取組みを重ねてきました。

AIガバナンスを「経営陣に要請する動き」が世界中で強まっています。
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https://www.alliancebernstein.co.jp/knowledge/29955.html
https://www.alliancebernstein.co.jp/knowledge/29955.html
https://resources.glasslewis.com/hubfs/2025%20Guidelines/Japan%20Benchmark%20Policy%20Guidelines%20in%20Japanese.pdf
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN050BW0V00C24A1000000/?msockid=391e7209ece366421d7a6797ed096732
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN050BW0V00C24A1000000/?msockid=391e7209ece366421d7a6797ed096732
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN1802J0Y3A111C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN1802J0Y3A111C2000000/
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富士通のAIガバナンス体制の特徴

弊社が行っているAIガバナンスをご紹介します。「AI倫理」と「AIビジネスリスクマネジメ
ント」の両軸から、企画～運用まで一貫したAIガバナンスを全社レベルで実装しています。
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富士通グループAIコミットメントの公表

客観性を担保するためAI4Peopleの知見をもとに、
AIを開発・提供する企業として守るべき項目をとりまとめました。

* AIの自律ではなく、人の自律

生命医学倫理の
4原則と同一

与益 無危害 自律* 正義

説明
可能

AI倫理のために
新たに追加

5原則とは生命医学倫理の4原則＋説明可能性
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AI倫理審査制度の確立

受容できないリスク

ハイリスク

ローリスク

弊社が提供するすべてのAIサービスを対象に、EU AI Act に準拠したリスクベー
スアプローチによるAI倫理審査プロセスを導入しています。

PJ担当者によるスピーディーな
AI倫理リスク判定

リスクに応じて、法律・事業部・SDGs等
多部門の社内有識者による重点審査
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グローバル体制の構築 (多様性の確保)

AI倫理室

リージョン長

事業部門 事業部門 …

本社

各リージョン

グループ施策と知見を
提示

実施状況を共有

AI倫理責任者 …

本社体制と同じく、工学系エンジニア、社会科学、人文系人材など多様な
チームを巻き込んだ体制づくりを、海外の各リージョンにて行っています。
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君嶋祐子 先生
慶應義塾大学 法学部・大学院法学研究科教授、弁護士、
サイバーフィジカル・サステナビリティ・センター代表他

国谷裕子 先生
ジャーナリスト、東京藝術大学理事(SDGs推進室長)他

武部貴則 先生
イグノーベル賞受賞(2024年)
東京科学大学教授、大阪大学大学院医学系研究科教授、
シンシナティ小児病院オルガノイドセンター 副センター長他

板東久美子 先生
元消費者庁長官、日本赤十字社常任理事、
公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン理事他

辻井潤一 委員長
文化功労者(2024年)
産業技術総合研究所 情報・人間工学領域フェロー、
東京大学名誉教授、マンチェスター大学教授他
 

多様な専門分野で構成された、6名の委員会メンバー

湯本貴和 先生
きょうと生物多様性センター長、日本モンキーセンター所長、
京都芸術大学客員教授他15

多様な専門分野で構成された、6名の委員会メンバー

「富士通グループAI倫理外部委員会」の運営 (1/2)

社外の多様な専門家で構成される委員会

・富士通のAI倫理の取組みについて、経営者に直接助言を行います。
・透明性を確保するため、委員会の議論は取締役会に報告されます。
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取締役会

富士通

コーポレートガバナンスとしてAI倫理に取組んでいます。

社外の6名の委員が年に2回、富士通のAI倫理の取組みについて議論。
議論・提言いただいた内容は取締役会へ報告する

監督

‥富士通の経営を監督する

AI倫理外部委員会

議論
‥AI企業としてAI倫理に取組む

報告

「富士通グループAI倫理外部委員会」の運営 (2/2)

株主 ‥富士通の成長に投資する
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  AIの倫理リスク・対策例を、「あ」～「ん」までの札で解説する「Fujitsu AI倫理かるた」を公開

新コンテンツ：Fujitsu AI倫理かるたの公開

読み札(うら)読み札(おもて)取り札(おもて) 取り札(うら)

・カジュアルなイラストを多用しているため、AI倫理初心者でも楽しく学べる。

・内容については「AI事業者ガイドラインv1.1」(総務省・経済産業省発行)の
「共通指針」を参考にしており、客観性・網羅性が考慮されている。

かるたPDFの
   URLはこちら！
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https://global.fujitsu/ja-jp/technology/key-technologies/ai/aiethics/governance/aiethics-karuta
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AI活用はハンドルとガードレールが重要

経営戦略を効果的に推進する
ガバナンス

ガードレールエンジン

AI経営戦略に沿ったAI活用戦略の
策定・推進

ハンドル
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Thank you
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